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第２回和牛甲子園総合評価部門で最優秀賞に輝き、優勝旗を授与される飛騨高山高校の生徒。左は全農の
桑田義文常務（４－５面）

合弁契約を結んだホクレンくみあい飼料㈱の
北里清和社長（左）と雪印種苗㈱の高山光
男社長（２面）

全農を訪れた卓球女子日本代表の石川佳
純選手（全農所属）（６面）

ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
㈱
と

　
　
　雪
印
種
苗
㈱
が
合
弁
会
社
設
立

県特産品をＰＲし西日本豪雨災害
からの復興応援（広島県本部）

日本産和牛提供しニューヨークの
大使公邸で和食試食会（全農アメリカ㈱）

ＴＡＣを対象に作物別栽培技術研修
を開催（耕種総合対策部）

石川佳純選手が全農本所を訪問
（広報部）

「ＪＡ青年組織 絆プロジェクト」を通じて
被災県青年組織を支援（生活リテール部）
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Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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第２回和牛甲子園開催
飛騨高山高校（岐阜）が２連覇
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5
面

ＪＡズームイン（ＪＡ安芸）

「おにぎりダイエット＋ウォーク」を公開
（米穀部）

ＪＡタウンショップ紹介
　おらほの逸品館（ＪＡ全農あきた）
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News!

ホクレンくみあい飼料㈱と雪印種苗㈱が合弁会社設立
北海道苫小牧市に牛用新工場を建設 畜産生産部

　
全
農
子
会
社
の
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社
と
雪
印
種
苗
株

式
会
社
は
1
月
30
日
、東
京
・
大
手
町
の
J
A
ビ
ル
で
合
弁
に
よ
り
配

合
飼
料
の
製
造
を
目
的
と
し
た
新
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
基
本
合
意

し
契
約
締
結
式
を
開
き
ま
し
た
。

　
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
㈱

は
、
苫
小
牧
市
に
あ
る
牛
用
配

合
飼
料
工
場
の
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
雪
印
種
苗
㈱
と

の
共
同
出
資
に
よ
り
、
配
合
飼

料
の
生
産
会
社
と
し
て
新
会
社

を
設
立
し
、
同
社
苫
小
牧
工
場

敷
地
内
に
牛
用
飼
料
の
新
工
場

を
建
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
弁
会
社
設
立
は
、

酪
農
・
畜
産
分
野
に
お
い
て
、

全
農
系
飼
料
会
社
と
工
業
会
系

飼
料
会
社
が
共
同
で
出
資
す
る

初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
な
り
、
新

会
社
は
合
弁
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
と
最
新
鋭
の
製
造
設

備
を
活
か
し
、低
コ
ス
ト
で
、安

全
・
安
心
、
高
品
質
な
飼
料
を

製
造
し
、北
海
道
の
酪
農
・

畜
産
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。

合
弁
契
約
を
結
ん
だ
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料

㈱
の
北
里
清
和
社
長（
左
）と
雪
印
種
苗
㈱
の

高
山
光
男
社
長

ホクレンくみあい・雪印飼料株式会社
北海道苫小牧市
2019年4月
3億円
ホクレンくみあい飼料株式会社  70％
雪印種苗株式会社  30％
牛用飼料  年産28万トン
2021年12月

（１）社名
（２）本社所在地
（３）設立時期
（４）資本金
（５）出資比率

（６）生産規模
（７）操業開始

新会社の概要

News!

県特産品をＰＲし西日本豪雨災害からの復興応援
東京の自民党本部で知事らが参加し「がんばろう広島 フェア」 広島県本部

　
昨
年
7
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
を
目
的
と

し
た「
が
ん
ば
ろ
う
広
島
〜
豪
雨
災
害
復
興
応
援
フ
ェ
ア
〜
」が
1
月

23
日
、東
京
・
永
田
町
の
自
民
党
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。特
産
品
を

P
R
す
る
こ
と
で
広
島
を
元
気
に
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
同
イ
ベ
ン
ト

に
は
、自
民
党
執
行
部
の
ほ
か
湯
崎
英
彦
広
島
県
知
事
な
ど
関
係
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
広

島
と
し
て
販
売
ブ
ー
ス
と
試
食

ブ
ー
ス
を
出
展
。販
売
ブ
ー
ス
で

は
県
産
米
や
県
内
Ｊ
Ａ
で
作
ら

れ
た
か
ん
き
つ
加
工
品
の
販
売

を
行
い
、
試
食
ブ
ー
ス
で
は
広

島
血
統
和
牛「
元
就
」の
試
食
会

を
2
0
0
食
限
定
で
行
い
ま
し

た
。
元
就
の
試
食
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
、大
盛
況
で
し
た
。他

に
も「
広
島
風
お
好
み
焼
き
」や
、

今
が
旬
の「
焼
き
牡か

蠣き

」、な
ど

広
島
を
代
表
す
る
食
材
の
試
食

や
日
本
酒
の
試
飲
も
行
い
ま
し

た
。会
場
に
は
、被
災
者
支
援
の

た
め
の
義
援
金
箱
も
設
置
し
支

援
を
募
り
ま
し
た
。

広
島
血
統
和
牛「
元
就
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
右
か

ら
宮
沢
洋
一
自
民
党
広
島
県
連
会
長
、湯

崎
県
知
事
、岸
田
文
雄
政
調
会
長
、水
永

祐
治
県
本
部
長

県産加工品のコーナーは多くの人でにぎわいました
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News!

ＴＡＣを対象に作物別栽培技術研修を開催
千葉県本部営農技術センターでニンジン・キャベツで実施 耕種総合対策部

　
耕
種
総
合
対
策
部
は
、T
A
C
を
対
象
に
営
農
に
関
す
る
更
な
る

対
応
力
強
化
を
目
指
し
て
、一
昨
年
か
ら
作
物
栽
培
総
合
技
術
研
修

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、千
葉
県
本
部
の
営
農
技

術
セ
ン
タ
ー
で
1
月
16
〜
18
日
、作
物
別
栽
培
技
術
研
修
を
開
き
ま

し
た
。

　
研
修
会
は
、平
塚
で
2
回
、県

本
部
の
営
農
拠
点
で
1
回
、
計

3
回
の
研
修
会
で
構
成
さ
れ
、

実
習
を
中
心
に
置
き
、
専
門
的

な
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
ニ
ン

ジ
ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
に
特

化
し
た
座
学
で
の
研
修
と
並
行

し
、
圃ほ
じ
ょ
う場
で
の
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　
ニ
ン
ジ
ン
産
地
は
機
械
化
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
は
あ

え
て
、
収
穫
、
洗
浄
、
選
別
、
箱

詰
め
の
作
業
を
手
作
業
で
体

験
し
、
翌
日
は
自
動
化
さ
れ
た

J
A
の
大
規
模
集
出
荷
施
設
で

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
担
い
手

に
向
け
て
、
実
体
験
と
深
い
営

農
知
識
に
基
づ
い
た
営
農
提
案

が
出
来
る
T
A
C
の
育
成
を

今
後
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。

キ
ャ
ベ
ツ
の
品
質
調
査

あ
え
て
手
作
業
で
ニ
ン
ジ
ン
の
洗
浄

News!

ニューヨークの大使公邸で和食試食会
日本産の和牛を提供、出席者からお褒めの言葉いただく 全農アメリカ㈱

　
全
農
ア
メ
リ
カ
株
式
会
社
は
1
月
15
日
、米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

日
本
大
使
公
邸
で
開
か
れ
た
和
食
の
試
食
会
で
、日
本
産
の
和
牛
を
提

供
し
ま
し
た
。

　
試
食
会
に
は
、
著
名
フ
ー
ド

ラ
イ
タ
ー
※
、報
道
関
係
者
、飲

食
店
経
営
者
ら
12
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
山
野
内
勘
二
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
・
大
使
よ
り「
日
本

産
和
牛
の
魅
力
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
後
、
日
本
産
和
牛

の
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
と
す
る

和
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
か
ら
は
和
牛
に
つ
い

て「
脂
の
甘
み
が
香
り
高
く
、

舌
の
上
で
と
ろ
け
る
よ
う
だ
」

「
し
っ
か
り
と
火
が
通
っ
て
い
る

が
、硬
さ
が
な
く
、米
国
産
牛
と

は
異
な
る
テ
ク
ス
チ
ュ
ア（
舌

触
り
）が
新
鮮
だ
」な
ど
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
農
ア
メ
リ
カ
㈱
は
、
2

0
1
7
年
11
月
に
食
肉
加
工
販

売
子
会
社
P
&
Z 

F
I
N
E 

F
O
O
D
S
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

近
郊
に
設
立
し
、
西
海
岸
を
中

心
と
し
た
和
牛
、
日
本
産
米
の

販
路
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

東
海
岸
に
お
い
て
も
大
使
館
、

J
E
T
R
O
な
ど
の
支
援
を
得

な
が
ら
、
引
き
続
き
日
本
産
農

畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

和食試食会の出席者。左から５人目は山野内大使

試食会で振る舞われた和牛の
ステーキ

※
フ
ー
ド
ラ
イ
タ
ー
…
食
に
関
す
る
文

章
を
書
く
こ
と
を
職
業
と
す
る
人
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集

飛
騨
高
山
高
校
が
見
事 

２
連
覇

第
２
回
和
牛
甲
子
園
で
23
校
が
熱
い
戦
い

第２回和牛甲子園の結果

　
全
農
は
１
月
17
〜
18
日
、東
京
都
港
区
の
東
京
食
肉
市
場
な
ど

で
、第
２
回
和
牛
甲
子
園
を
開
催
し
ま
し
た
。総
合
評
価
部
門
で
飛

騨
高
山
高
校（
岐
阜
県
）が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、第
１
回
大
会
に
続
い

て
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　  

　【
畜
産
総
合
対
策
部
】

最優秀賞（１校）総合評価部門

取組評価部門

枝肉評価部門

岐阜県立 飛騨高山高等学校
鹿児島県立 市来農芸高等学校
岩手県立 水沢農業高等学校
岐阜県立 飛騨高山高等学校
岐阜県立 加茂農林高等学校
長崎県立 諫早農業高等学校
鹿児島県立 鹿屋農業高等学校
鹿児島県立 曽於高等学校
栃木県立 那須拓陽高等学校
岐阜県立 飛騨高山高等学校
鹿児島県立 鹿屋農業高等学校
鹿児島県立 市来農芸高等学校
鹿児島県立 市来農芸高等学校

最優秀賞（１校）

優秀賞
（２校）

優良賞
（３校）

最優秀賞（１頭）

優秀賞
（２頭）

優良賞
（３頭）

飛騨高山高校（岐阜県）

　
和
牛
甲
子
園
は
、①
将
来

の
担
い
手
へ
の
支
援
・
就
農

意
欲
の
向
上
②
将
来
の
担
い

手
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
出
・

肥
育
技
術
の
向
上―

―

を

目
的
に
、
全
国
の
高
校
で
和

牛
を
肥
育
し
て
い
る
高
校
生

（
高
校
牛
児
）
た
ち
が
、
肉

質
と
取
り
組
み
内
容
を
競
い

合
う
大
会
で
す
。
第
２
回
大

会
に
は
、
前
回
を
上
回
る
23

校
が
出
場
、
28
頭
の
和
牛
が

出
品
さ
れ
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
総
合
評
価
部
門
２
連
覇

の
飛
騨
高
山
高
校
は
、
取

組
評
価
で
、
高
校
の
肉
牛

農
場
で
は
全
国
初
の
畜
産
Ｇ

Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

を
取
得
し
た
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
枝
肉
評
価
で
も
脂

の
質
が
抜
群
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
同
校
の
石
井
里
佳
さ

ん
は
「
前
回
優
勝
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
が
、
自
分
た

ち
の
努
力
が
実
り
う
れ
し
い
」

と
喜
び
ま
し
た
。

　
取
組
評
価
部
門
の
最
優

秀
賞
は
市
来
農
芸
高
校
（
鹿

児
島
県
）。
牛
の
生
活
環
境
、

快
適
性
へ
の
配
慮
を
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
同
校
の
中
野
美
春

さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
活
動

を
分
か
り
や
す
く
、
心
に
響

く
よ
う
な
発
表
が
で
き
る
よ

う
に
練
習
を
重
ね
た
」
と
苦

労
を
語
り
ま
し
た
。

　
枝
肉
評
価
部
門
の
最
優

秀
賞
は
、
曽
於
高
校
（
鹿

児
島
県
）。
肉
量
に
富
み
、

脂
肪
交
雑
（
サ
シ
）
に
優
れ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
川
﨑
勇
太
郎
さ
ん
は

「
生
徒
み
ん
な
で
活
動
を
作

り
上
げ
、
愛
情
を
も
っ
て
接

し
た
こ
と
で
こ
の
結
果
が
得

ら
れ
た
と
思
う
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
第
１
回
に
続
き
、
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
注
目
さ
れ
、

盛
況
と
な
っ
た
本
大
会
。
来

年
度
以
降
も
継
続
開
催
す

る
予
定
で
す
。

取
組
評
価
部
門

最
優
秀
賞

市
来
農
芸
高
校（
鹿
児
島
県
）

枝
肉
評
価
部
門

最
優
秀
賞

曽
於
高
校（
鹿
児
島
県
）

取
組
評
価
部
門
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
市

来
農
芸
高
校（
鹿
児
島

県
）の
発
表

枝
肉
評
価
部
門
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
曽

於
高
校（
鹿
児
島
県
）の

枝
肉

総合評価部門 最優秀賞

開
会
式
で
代
表
し
て
選
手
宣
誓
を

行
う
栃
木
農
業
高
校
の
生
徒
達

BS朝日で、第2回和牛甲子園と、昨年９月
7日に開かれた第36回全農酪農経営体
験発表会の様子が放映されます。ぜひ
ご覧ください。

放送日時は、Web版でお知らせします。

「全農スペシャル　
 和牛・酪農にかけた青春（仮）」

枝
肉
勉
強
会
で
は
、出
品
し
た
枝
肉
を

見
な
が
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た

学
校
交
流
会
で
は
、名
刺
交
換
や

お
肉
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
で
懇
親
を

深
め
ま
し
た

ＢＳ朝日

褒
賞
式
で
挨
拶
す
る
農
林
水
産
省

生
産
局
畜
産
部
の
富
田
育
稔
部
長
。

今
回
新
た
に
農
林
水
産
省
に
後
援
い

た
だ
き
、褒
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た

第２回和牛甲子園に出場した
“高校牛児”の皆さん

講
演
会
で
は
、第
59
回
福
島
県
農
業
賞・

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
福
島
県

の
和
牛
生
産
者 

五
十
嵐
貞
雄
さ
ん（
㈱
五

十
嵐
フ
ァ
ー
ム
）が「
牛
と
の
お
つ
き
あ
い
」

と
題
し
て
高
校
牛
児
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
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飛
騨
高
山
高
校
が
見
事 

２
連
覇

第
２
回
和
牛
甲
子
園
で
23
校
が
熱
い
戦
い

第２回和牛甲子園の結果

　
全
農
は
１
月
17
〜
18
日
、東
京
都
港
区
の
東
京
食
肉
市
場
な
ど

で
、第
２
回
和
牛
甲
子
園
を
開
催
し
ま
し
た
。総
合
評
価
部
門
で
飛

騨
高
山
高
校（
岐
阜
県
）が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、第
１
回
大
会
に
続
い

て
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　  

　【
畜
産
総
合
対
策
部
】

最優秀賞（１校）総合評価部門

取組評価部門

枝肉評価部門

岐阜県立 飛騨高山高等学校
鹿児島県立 市来農芸高等学校
岩手県立 水沢農業高等学校
岐阜県立 飛騨高山高等学校
岐阜県立 加茂農林高等学校
長崎県立 諫早農業高等学校
鹿児島県立 鹿屋農業高等学校
鹿児島県立 曽於高等学校
栃木県立 那須拓陽高等学校
岐阜県立 飛騨高山高等学校
鹿児島県立 鹿屋農業高等学校
鹿児島県立 市来農芸高等学校
鹿児島県立 市来農芸高等学校

最優秀賞（１校）

優秀賞
（２校）

優良賞
（３校）

最優秀賞（１頭）

優秀賞
（２頭）

優良賞
（３頭）

飛騨高山高校（岐阜県）

　
和
牛
甲
子
園
は
、①
将
来

の
担
い
手
へ
の
支
援
・
就
農

意
欲
の
向
上
②
将
来
の
担
い

手
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
出
・

肥
育
技
術
の
向
上―

―

を

目
的
に
、
全
国
の
高
校
で
和

牛
を
肥
育
し
て
い
る
高
校
生

（
高
校
牛
児
）
た
ち
が
、
肉

質
と
取
り
組
み
内
容
を
競
い

合
う
大
会
で
す
。
第
２
回
大

会
に
は
、
前
回
を
上
回
る
23

校
が
出
場
、
28
頭
の
和
牛
が

出
品
さ
れ
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
総
合
評
価
部
門
２
連
覇

の
飛
騨
高
山
高
校
は
、
取

組
評
価
で
、
高
校
の
肉
牛

農
場
で
は
全
国
初
の
畜
産
Ｇ

Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

を
取
得
し
た
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
枝
肉
評
価
で
も
脂

の
質
が
抜
群
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
同
校
の
石
井
里
佳
さ

ん
は
「
前
回
優
勝
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
が
、
自
分
た

ち
の
努
力
が
実
り
う
れ
し
い
」

と
喜
び
ま
し
た
。

　
取
組
評
価
部
門
の
最
優

秀
賞
は
市
来
農
芸
高
校
（
鹿

児
島
県
）。
牛
の
生
活
環
境
、

快
適
性
へ
の
配
慮
を
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
同
校
の
中
野
美
春

さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
活
動

を
分
か
り
や
す
く
、
心
に
響

く
よ
う
な
発
表
が
で
き
る
よ

う
に
練
習
を
重
ね
た
」
と
苦

労
を
語
り
ま
し
た
。

　
枝
肉
評
価
部
門
の
最
優

秀
賞
は
、
曽
於
高
校
（
鹿

児
島
県
）。
肉
量
に
富
み
、

脂
肪
交
雑
（
サ
シ
）
に
優
れ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
川
﨑
勇
太
郎
さ
ん
は

「
生
徒
み
ん
な
で
活
動
を
作

り
上
げ
、
愛
情
を
も
っ
て
接

し
た
こ
と
で
こ
の
結
果
が
得

ら
れ
た
と
思
う
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
第
１
回
に
続
き
、
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
注
目
さ
れ
、

盛
況
と
な
っ
た
本
大
会
。
来

年
度
以
降
も
継
続
開
催
す

る
予
定
で
す
。

取
組
評
価
部
門

最
優
秀
賞

市
来
農
芸
高
校（
鹿
児
島
県
）

枝
肉
評
価
部
門

最
優
秀
賞

曽
於
高
校（
鹿
児
島
県
）

取
組
評
価
部
門
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
市

来
農
芸
高
校（
鹿
児
島

県
）の
発
表

枝
肉
評
価
部
門
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
曽

於
高
校（
鹿
児
島
県
）の

枝
肉

総合評価部門 最優秀賞

開
会
式
で
代
表
し
て
選
手
宣
誓
を

行
う
栃
木
農
業
高
校
の
生
徒
達

BS朝日で、第2回和牛甲子園と、昨年９月
7日に開かれた第36回全農酪農経営体
験発表会の様子が放映されます。ぜひ
ご覧ください。

放送日時は、Web版でお知らせします。

「全農スペシャル　
 和牛・酪農にかけた青春（仮）」

枝
肉
勉
強
会
で
は
、出
品
し
た
枝
肉
を

見
な
が
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た

学
校
交
流
会
で
は
、名
刺
交
換
や

お
肉
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
で
懇
親
を

深
め
ま
し
た

ＢＳ朝日

褒
賞
式
で
挨
拶
す
る
農
林
水
産
省

生
産
局
畜
産
部
の
富
田
育
稔
部
長
。

今
回
新
た
に
農
林
水
産
省
に
後
援
い

た
だ
き
、褒
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た

第２回和牛甲子園に出場した
“高校牛児”の皆さん

講
演
会
で
は
、第
59
回
福
島
県
農
業
賞・

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
福
島
県

の
和
牛
生
産
者 

五
十
嵐
貞
雄
さ
ん（
㈱
五

十
嵐
フ
ァ
ー
ム
）が「
牛
と
の
お
つ
き
あ
い
」

と
題
し
て
高
校
牛
児
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
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News!

東京五輪に向けて勝負の年  変化おそれず成長を
石川佳純選手が全農を訪問し、意気込み語る 広報部

　
全
農
所
属
の
卓
球
女
子
日
本
代
表
の
石
川
佳
純
選
手
が
、1
月
28
日
、

東
京
・
大
手
町
の
全
農
を
訪
れ
、今
年
の
活
動
に
つ
い
て
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　
石
川
選
手
は
、「
2
0
1
9
年

は
2
0
2
0
年
東
京
五
輪
に
向

け
て
勝
負
の
年
に
な
る
。
変
化

し
て
い
く
こ
と
を
恐
れ
ず
に
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」と
語
り
ま
し
た
。ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
司
会
か
ら
石
川
佳
純

（
か
す
み
ん
）カ
レ
ー
に
つ
い
て

聞
か
れ
た
際
に
は
、「
友
達
に
あ

げ
た
り
し
て
お
り
、
す
ご
く
お

い
し
い
と
喜
ば
れ
て
い
る
」と
答

え
、
カ
レ
ー
に
続
く
次
の
商
品

に
も
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
全
農
グ
ル
ー
プ
職
員
か
ら

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
技
術

的
な
質
問
に
対
し
、
身
振
り
を

交
え
て
答
え
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

　
神
出
元
一
理
事
長
は「
国
産

の
お
い
し
い
お
肉
、
お
米
等
を

食
べ
て
パ
ワ
ー
を
つ
け
て
、
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
激
励
し

ま
し
た
。

　
全
農
は
、「
ニ
ッ
ポ
ン
人
の
活

躍
を『
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
』で
支
え

る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
国
産

農
畜
産
物
を
通
じ
て
、
引
き
続

き
石
川
選
手
の
選
手
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

石川佳純選手を出迎えた全農グループ役職員

トークショーで「石川佳純カレー」を
紹介する石川選手

News!

「ＪＡ青年組織 絆プロジェクト」を通じて被災県青年組織を支援
エーコープウェットタオルの売り上げの一部を寄付 生活リテール部

　
生
活
リ
テ
ー
ル
部
は
、「
Ｊ
Ａ
青
年
組
織 

絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環

で
、エ
ー
コ
ー
プ
ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
を
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
に
供
給
し
ま
し

た
。そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
西
日
本
豪
雨
、地
震
な
ど
の
被
災
県
青

年
組
織
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
J
A
青
年
組
織　

絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
、J
A
青
年
組
織

（
J
A
青
年
部
、都
道
府
県
農
協

青
年
組
織
協
議
会
、
全
国
農
協

青
年
組
織
協
議
会
）が
、東
日
本

大
震
災
を
契
機
に
平
成
23
年
に

立
ち
上
げ
た
被
災
地
支
援
活
動

で
す
。

　

こ
の
た
び
供
給
す
る
エ
ー

コ
ー
プ
ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
は
、

J
A
青
年
組
織
と
共
同
開
発
し
、

昨
年
発
売
し
た
商
品
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
不
使
用
、大
判（
60
×
30

㌢
）、厚
手
で
丈
夫
な
ど
の
品
質

を
実
現
し
、
農
作
業
や
介
護
の

現
場
で
の
体
拭
き
に
ピ
ッ
タ
リ

で
、災
害
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス

ト
ッ
プ
し
入
浴
が
困
難
な
時
に

も
役
立
ち
ま
す
。

　
昨
年
は
西
日
本
豪
雨
、
地
震

や
台
風
な
ど
災
害
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、「
J
A
青
年
組
織 

絆 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
エ
ー

コ
ー
プ
ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
の
斡

旋
を
通
じ
た
被
災
県
青
年
組
織

の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
31
年
1

月
末
ま
で
に
1
7
7
ケ
ー
ス

（
6
万
3
7
2
0
本
）の
注
文
が

集
ま
り
、そ
の
売
り
上
げ
の
一
部

47
万
7
9
0
0
円
が
被
災
県
青

年
組
織
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、都
道
府
県
青
年
組
織
の

好
意
で
、供
給
さ
れ
た
商
品
の
一

部
が
、被
災
県
青
年
組
織
に
寄
贈

さ
れ
ま
す
。

　
生
活
リ
テ
ー
ル
部
は
こ
れ
か

ら
も
J
A
青
年
組
織
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
青
年
組
織 

絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

供
給
し
た
エ
ー
コ
ー
プ
ウ
ェッ
ト
タ
オ
ル
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ＪＡ安芸
（広島県）

概要 平成 30 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　 　　   6554人
准組合員数　　　　 　  2万5410人
職員数                       243人
販売品取扱高               7千万円
購買品取扱高          12億4千万円
貯金残高  　        1294億5千万円
長期共済保有高     2641億1千万円
主な農産物　米、黒大豆、トウモロコシ、
　　白ネギ、小松菜、ピーマン、キャベツ、
　　トマト

６
次
産
業
化
で
高
付
加
価
値
創
造
戦
略

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
り
組
み
推
進

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
6
次
産
業
化
の
取
り

組
み
と
し
て
J
A
安
芸
ブ
ラ
ン

ド
の
日
本
酒「
永と

遠わ

の
結ゆ
い

」が
あ

り
ま
す
。
管
内
で
酒
造
好
適
米

の「
千
本
錦
」を
試
験
的
に
栽
培

し
製
造
し
た
純
米
吟
醸
原
酒
で
、

農
家
と
地
域
、J
A
と
の
結
び

付
き
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
願

い
命
名
し
ま
し
た
。
米
作
り
か

ら
行
い
、安
全
・
安
心
で「
さ
い

し
ょ
か
ら
さ
い
ご
ま
で
」こ
だ

わ
っ
て
作
っ
た
お
米
が
生
き
て

い
る
日
本
酒
で
す
。

　
J
A
は
、今
後
も
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
商
品
提
供
を
行
う

た
め
、
生
産
者
組
織
を
通
じ
た

栽
培
技
術
の
向
上
と
高
位
平
準

化
な
ど
で
安
定
生
産
を
可
能
と

し
た
、
持
続
可
能
な
農
業
と
農

家
の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

つ「
広
島
よ
う
よ
う
ビ
ー
ル
」は
、

管
内
の
安
芸
郡
坂
町
の
伝
統
的

作
物「
ム
ラ
サ
キ
麦
」を
原
料
の

一
部
と
し
て
使
用
。栽
培
指
導
や

担
い
手
育
成
を
J
A
が
、地
ビ
ー

ル
の
製
造
を
㈱
呉
ビ
ー
ル
、
特

産
品
開
発
支
援
を
坂
町
、
販
売

を
㈱
酒
商
山
田
と
し
た
4
者
で

「
麦
作
り
か
ら
始
め
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、オ
リ
ジ
ナ

ル
地
ビ
ー
ル
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
よ
う
よ
う
」と
は
地
元
の

方
言
で「
あ
り
が
と
う
」と

移
動
金
融
店
舗
車
両「
ふ
れ
あ

い
号
」を
稼
働
し
て
い
ま
す
。被

災
当
初
は
車
両
が
な
く
、J
A

尾
道
市
、J
A
三
原
、J
A
山
口

中
央
か
ら
1
カ
月
ご
と
に
車
両

を
借
り
受
け
て
稼
働
し
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
11
月
か
ら
新
し

く
車
両
を
導
入
し
、
稼
働
を
続

け
て
い
ま
す
。A
コ
ー
プ
店
の

駐
車
場
で
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

ま
で
稼
働
し
、当
座
性
貯
金
の
入

出
金
、定
期
積
金
の
受
入
、通
帳

記
帳
な
ど
の
対
応
や
融
資
相
談

な
ど
の
各
種
相
談
業
務
、地
域
の

困
り
ご
と
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
J
A
は
こ
れ
か
ら
も
組
合
員

や
地
域
の
皆
さ
ま
の
く
ら
し
を

守
る
た
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
全
力
を
挙
げ
て
支
援
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

島根県
鳥取県

山
口
県

岡
山
県

広島県

　
J
A
安
芸
は
、
都
市
近
郊
地

域
の
強
み
を
生
か
し
た
6
次
産

業
化
で
付
加
価
値
を
付
け
な
が

ら
営
農
を
持
続
で
き
る
仕
組
み

を
作
り
、
農
家
所
得
の
増
大
や

地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
を
目

指
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
付
加
価
値
創
造
戦
略
の
一

　
J
A
は
、
昨
年
の
西
日
本
豪

雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
3

支
店
に
土
砂
が
流
入
し
業
務
が

行
え
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
坂
地
域
の
2
支
店
の
被

害
が
大
き
く
、
坂
支
店
は
い
ま

だ
業
務
が
再
開
で
き
ず
、
仮
営

業
と
し
て
同
地
域
の
横
浜
支
店

で
対
応
し
て
い
ま
す
。J
A
は

被
災
地
の
利
便
性
の
向
上
と
生

活
・
く
ら
し
を
取
り
戻
す
た
め
、

「ムラサキ麦」を原料の一部として使用
した「広島ようようビール」

坂支店近くで稼働するＪＡ安芸移
動金融店舗車両「ふれあい号」

手作業で行う刈り取り
と坂町の伝統的作物
「ムラサキ麦」（右下）

農
家
や
関
係
者
が
力
合
わ
せ

地
ビ
ー
ル
、純
米
吟
醸
原
酒

移
動
金
融
店
舗
車
両
を

稼
働
し
豪
雨
被
災
地
支
援

で
、災
害
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス

ト
ッ
プ
し
入
浴
が
困
難
な
時
に

も
役
立
ち
ま
す
。

　
昨
年
は
西
日
本
豪
雨
、
地
震

や
台
風
な
ど
災
害
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、「
J
A
青
年
組
織 

絆 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
エ
ー

コ
ー
プ
ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
の
斡

旋
を
通
じ
た
被
災
県
青
年
組
織

の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
31
年
1

月
末
ま
で
に
1
7
7
ケ
ー
ス

（
6
万
3
7
2
0
本
）の
注
文
が

集
ま
り
、そ
の
売
り
上
げ
の
一
部

47
万
7
9
0
0
円
が
被
災
県
青

年
組
織
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、都
道
府
県
青
年
組
織
の

好
意
で
、供
給
さ
れ
た
商
品
の
一

部
が
、被
災
県
青
年
組
織
に
寄
贈

さ
れ
ま
す
。

　
生
活
リ
テ
ー
ル
部
は
こ
れ
か

ら
も
J
A
青
年
組
織
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

7

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

JA
 Z

ennoh W
eekly
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休刊のお知らせ
２月18日号は休刊いたします。
次号は２月25日号です。

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、2/22（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、クール代、お届け先により送料が必要となります。

　「三関せり」の合言葉は「『根っこ』うまい根～！」 白く長く
伸びた根が一番の特長です。しゃきしゃきとした歯触りと独
特の風味が味わえ、葉はもちろん、根までおいしく食べること
が出来ます。
　産地の秋田県湯沢市三関地区は、豊富な地下水と清流
水に恵まれ、古くからせりの栽培が行われてきました。
　秋田の郷土料理「きりたんぽ鍋」など鍋料理をはじめ、香
り良く色鮮やかな「三関せり」はおひたしにもピッタリ。ぜひ一
度ご賞味くださいませ。料理レシピも一緒にお届けします。

三関せり（100㌘×5束）
……2800円

おらほの逸品館（ＪＡ全農あきた）

Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

JAタウンは
こちらから

みつせき

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

　ＪＡ全農は、国産米消費拡大に向
けて、おにぎり食に運動を組み合わ
せた「おにぎりダイエットプログラム」
を普及してきました。このたび、より
手軽に取り組めるよう、「おにぎりダ
イエット＋ウォーク」にプログラムを
リニューアルしました。
　このプログラムでは、毎日の食事に
おにぎりを取り入れて、摂取カロリー
を適量にコントロール。おにぎり１個
＝約１８０ｋｃａｌとし、おにぎりの個

数でカロリー調整をしやすくしまし
た。手軽に実践できる1日15分の
ウォーキングを組み合わせ、健康的に
ダイエットすることを目指します。
　詳しい実践方法は、米消費拡大の
ポータルサイトで公開しています。自
分に合ったおにぎりの個数が簡単に
計算できるコーナーのほか、効果的
なウォーキング方法を解説した動画
や、おにぎり・おかずレシピ、実際に
28日間このプログラムに取り組んだ

モニターの結果も紹介しています。
　ＪＡ全農は、国産米の消費拡大を
目的に、今後もさまざまな形でお米
やごはんの魅力を発信していきます。

・STEP 1：消費カロリーを知る
・STEP 2：おにぎりの個数を決める
・STEP 3：１日１５分歩く

お米を食べて健康的にダイエット

米穀部

「おにぎりダイエット
  　ウォーク」を公開
「おにぎりダイエット
  　ウォーク」を公開＋

「おにぎりダイエット＋ウォーク」の

３ステップ
米消費拡大ポータルサイト
　
　ＵＲＬ：https://noricenolife.jp/

おにぎりダイエット
特設サイトはこちら

皆さん ぜひ実践してみてください！
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第２回和牛甲子園総合評価部門で最優秀賞に輝き、優勝旗を授与される飛騨高山高校の生徒。左は全農の
桑田義文常務（４－５面）

合弁契約を結んだホクレンくみあい飼料㈱の
北里清和社長（左）と雪印種苗㈱の高山光
男社長（２面）

全農を訪れた卓球女子日本代表の石川佳
純選手（全農所属）（６面）

ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
㈱
と

　
　
　雪
印
種
苗
㈱
が
合
弁
会
社
設
立

県特産品をＰＲし西日本豪雨災害
からの復興応援（広島県本部）

日本産和牛提供しニューヨークの
大使公邸で和食試食会（全農アメリカ㈱）

ＴＡＣを対象に作物別栽培技術研修
を開催（耕種総合対策部）

石川佳純選手が全農本所を訪問
（広報部）

「ＪＡ青年組織 絆プロジェクト」を通じて
被災県青年組織を支援（生活リテール部）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2

6

第２回和牛甲子園開催
飛騨高山高校（岐阜）が２連覇

4  

5
面

ＪＡズームイン（ＪＡ安芸）

「おにぎりダイエット＋ウォーク」を公開
（米穀部）

ＪＡタウンショップ紹介
　おらほの逸品館（ＪＡ全農あきた）
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